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（財）放射線影費協会

この放射線疫学調査では、 ）原子力発電施設等において放射線業務に従事するため、
（財）放射線影御協会放射線従事者中央登録センタ ー（以下、 中央登録センタ ー）に

登録された放射線業務従事者を対象に、 生死の追跡調査、 死因調査などを行い、 死亡
率と放射線業務で受けた被ばく線量との関連について調査した。 現在、 この放射線疫
学調査の対象者は、 1999年（平成1 1年）3月末までに中央登録センタ ー に登録さ れた者
のうち、 被ばく線量記録がある等一 定要件に該当する約2 7. 7万人（男女）の放射線染
務従事者である。 調査対象者の中央登録番号、 氏名、 性別、 生年月日等の個人識別情

報を中央登録センタ ー から提供を受けた後、 原＋力事業者等の協力を得て、 調査対象
者の住所情報を調査した。 その後、 ］廿該住所地市区町村長から住民栗の写し等を取得
することにより生死を確認した（後向き追跡調査）。 住民票の写しにより生存を 確認
した者 については、 それ以降、 定期的に住民票の写し等を取得することにより生死を
確認した（前向き追跡調査）。 （財）放射線影響協会では、 この放射線疫学調査を
1990年度（平成2年度）に開始して以来、 これまで5年毎に疫学的調査の結果をとりま
とめてきた。 具体的には、 1990年度（平成2年度） ～1994年度(‘F成6年度）） を調査
期間とする第I期調査結果1) を1995年度（平成7年度）に、 また、 1995年度（平成7

年度）～1999年度（平成11年度）を調査期間とする第I期調査結果2) を2000年度
（平成1 2年度）に報告した。 最近、 報岩翡がまとめられた第I I I期調査 においては、 大

部分の調査対象者を前向きに追跡したが、 一部の調査対象者 については後向きに生死
を追跡した。 追跡調査の結果、 この放射線疫学調査の開始当初から20 0 4年（平成1 6 
年）3月末までに約21. 2万人（男女）の生死を確認した。 残る約6. 5万人（男女）は住
所 情報 を得られなかった等 の理由により生死 を確認できていない 。
なお、 本調査では、 死亡追跡調査のほかに、 一部の作業 者を対象に交絡因子調査も実
施している。
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